
地域連携 HACCP導入実証事業ついて

１ 概要：厚生局等関係機関，自治体関係部局及びコンサルタント業者等と連携し，     

HACCPを導入しようと考える事業者を支援するとともに，導入までの課題および対
応策を検証し，HACCPの普及促進方法を検討する。

２ ２７年度地域連携 HACCP導入実証事業の参加自治体：裏面参照
６自治体（北海道，千葉県，京都府，香川県，広島市および熊本県）

３ 事業例について

【千葉県】

４ 委託費

５ 平成２８年度の地域連携 HACCP導入実証事業について
  厚生労働省は引き続き平成２８年年明けを目途に，実証事業に参加する自治体を募集する予定。

６ 食の安全推進課における HACCP導入実証事業への参加について
 ① 平成２８年度の当事業への参加を希望する。

 ② 事業開始２年目であり，全国多数の自治体が参加する見込みがあり，特色のある計画でな

ければ選定されない可能性がある。

対象事業者：４施設 (魚介類加工業２，スープ類製造業２) 
事業内容：① セミナー（１回/月 3カ月継続，４回実施 ）

地域内の中小事業者を対象とするセミナー・相談会を開催。

② 対象事業者への支援

       「手引き書」を用い，HACCPプランの作成を指導。
       １施設１コンサルタント業者。年７回の工場立ち入り，助言。

従業員に対する衛生教育（講習会）。

③ 報告会（１回/月）
      対象事業者，コンサルタント，自治体職員及び厚生局職員等参加。

      進捗状況，課題及び対応策を協議。

予 算：セミナー 149万円・報告会 41万円・コンサルタント委託料 166万円
計 356万円

厚生労働省が平成２７年度は約 650万円を１自治体に計上。
（参加希望自治体が多数なため，350万円程度１自治体になる）
千葉県の 356万円については，全て厚生労働省からの委託費である。
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